
 

 

 

Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題について 

（１）「めあてをもって 主体的に運動する」 

   これからの予測困難な VUCA時代において、自分が進むべき道を見失わないように、自分の進

む方向性をもち、生き抜いていくことが重要となってくる。そこで、本校では、子どもたち一人一

人が思いや願いをもち、子どもたち自らが進んで運動に取り組み、楽しさを味わおうとする姿を実

現する体育科学習が必要であると考えた。 

（２）「喜びがつながっていく」 

   体育科学習で味わうことができる「喜び」には、分かった、できたの達成感や、仲間と歓喜する

こと、各運動領域のおもしろさを味わうこと、得た知識で自身の生活を変えていくことであると本

校は捉えている。その「喜び」は、現在の生活習慣や遊び、スポーツへとつながり、さらには将来

の、健康的で豊かなスポーツライフへとつながっていくと考える。 

（３）はすだっこ 

   「はすだっこ」とは、本校がある蓮田という地名に由来し、伝統的に本校の子どもたちの呼び名

として根付いている。そして、その５つの文字から、本校が目指す子どもの姿を具体化して、児童

会活動を中心に子どもたちと共有している。校内研究が、本校の子どもたちを「はすだっこ」に近

づけるための一助になればという思いが込められている。 

 

 

 

 

 

 

２ 研究副題について 

   体育科は、教室より倍以上も広い空間で、机やイスのない状態で学ぶという特性がある。そのよ

うな特性の中で、子どもたちが自ら考え、動き、自らを律し、さらには豊かに友達と関わり合いな

がら学ぶことになる。本校はそのような体育科の特性に着目し、運動の基礎感覚・技能だけでな

く、「よくばって」、規範意識やコミュニケーション能力、他者を思いやる態度等の非認知スキルを

身に付けることができると考えた。 

３ 体育科でめざす子どもの姿 

  （は）自分らしさを、全身を使って表現している姿  

（す）友達とよりよい方法を話し合い、協働している姿       

（だ）自他のよいところを見つけ、認め合っている姿      

（っ）健康や安全に関する問題、解決策を考えている姿    

（こ）目標を立て、粘り強く取り組んでいる姿   

研究主題 

めあてをもって 主体的に運動し 喜びがつながっていく はすだっこ 

～ 「よくばる」 体育科学習を通して ～ 

（は）はきはき話す子 

（す）すすんで行動する子 

（だ）だれにでもやさしい子 

（つ）つよい心と体の子 

（こ）こん気強くやりぬく子 



 

４ 研究仮説 

（１）運動の本質的なおもしろさを味わえ、子どもたちが自らの目標をもてるよう学習教材を工夫すれ

ば、「はすだっこ」が育つであろう。 

     子どもたちが自らの目標をもつためには「やってみたい」、「できそう」という思いがもてる

ような教材である必要がある。そこで本校では、「系統性」と「各運動の本質的なおもしろ

さ」を重視して学習教材を工夫していく。本校の児童の実態や地域性を加味しながら、発達段

階に応じて、運動領域ごとに「目指す子どもの姿」、「学習教材」、「指導内容」を明確に位置付

けていく。さらに、「学習教材」に関しては、場やルールを工夫し、子どもたちが「本質的な

おもしろさ」を味わえるようにしていく。 

（２）子どもたちが自ら「見通し」を立て、「ふりかえり」を行っていくように学習展開を工夫すれ

ば、「はすだっこ」が育つであろう。 

     子どもが自らの目標を立てるのであれば、教師は伴走者として、思いや願いをもとに一緒に

「見通し」を立てたり、方法や視点を与えながら「ふりかえり」をしたりしていくことが必要

になってくる。本校では、体育科において、児童が自ら「見通し」を立てて学ぶことができる

ような導入の工夫を行ったり、何をどのように「ふりかえる」かの視点や手段について追求し

たりしていく。 

（３）運動や健康を身近に感じ、誰もが安心してかかわり合える学習環境を工夫すれば、「はすだっ

こ」が育つであろう。 

     体育科の「喜び」を存分に味わうためにも、誰もが安心してかかわり合える学習環境を整え

ることが重要となっていく。学習環境の中でも、本校が特に重視するのは「学級集団」であ

る。誰もが安心して学習にとりくめ、関わり合える学びの基盤づくりを進めていく。 

運動や健康を身近に感じれる環境があることで、学習した内容を生活や遊びの中でつなげよ

うとする子どもの姿がうまれると考える。しかし、遊びの場や機会の減少や、生活習慣の多様

化等、現代の社会状況は子どもたちの心身の発達にはデメリットが少なくない。運動への興味

関心を高める掲示物、遊びの多様化をねらった環境調整、異年齢集団での運動の機会の創出等

を行うことで、学校という誰にも保障されている環境を、運動や健康を身近に感じられるもの

にしていきたい。 

５ 研究内容 

（１）喜びが味わえる学習教材 

  ① 領域別指導系統表の作成 

  ② 学習教材の工夫 

（２）喜びを主体的に味わうための授業展開 

  ① 見通しのもたせ方 

  ② ふりかえりの手立て 

（３）喜びがつながる学習環境 

  ① 学びの基盤づくり 

  ② 環境づくり 


